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[目的及び背景] 
 化学肥料窒素の削減を目的として、水稲「コシヒカリ」栽培において、鶏ふん堆肥による基肥窒素の
代替について９年間試験を実施し、鶏ふん堆肥由来窒素量の違いが水稲生育・収量及び土壌に及ぼ
す影響から鶏ふん堆肥の適正施用量を明らかにする。 
 
[成果内容] 
１． 鶏ふん堆肥を基肥窒素施用量として５kg/10a施用し、株あたり植え付け本数６本で水稲を栽培す
ると、化学肥料施用に比べて初期生育は劣るが、穂数は同程度になるため、収量はほぼ 同等となる
（平成10年度試験研究成果普及情報、表１、図１）。 
２． 本試験では、連用６年目以降は化学肥料施用に比べて、葉色値(SPAD)は収穫期でも高く（図２）、
玄米中の粗タンパク質含有率は上昇傾向がみられる（図３）。 
３． 鶏ふん堆肥連用による肥沃度の増加を考慮して、鶏ふん堆肥を基肥窒素施用量として３kg/10a施
用したときの６～９年目では（植え付け本数６本）、化学肥料施用に比べて初期生育が劣り、穂数が少
なく、収量は低くなる（表１、図１）。 
４． 初期生育を確保するため、基肥として鶏ふん堆肥窒素２kg/10aと化学肥料窒素１kg/10aを組み合
わせたところ、茎数及び穂数は化学肥料施用と同程度となり、収量もほぼ同等となった（表１、図１）。
また、玄米中の粗タンパク質含有率は、化学肥料施用に比べてやや高いものの鶏ふん堆肥を基肥窒
素量として５kg/10a施用した場合に比べて上昇が抑制された。 
５． 鶏ふん堆肥を用いると、連用９年目の有効積算温度1050℃（ほぼ収穫期）における土壌の無機態
窒素生成量は、化学肥料区に比べて100g乾土あたり0.8～0.9mg多かった（図４、10週目）。 
 
[留意事項] 
・ 化学肥料による標準窒素施肥量が10ｱｰﾙあたり基肥３kg、穂肥３kgの試験結果である。基肥窒素
量が３kg以外の地域では基肥窒素量の多少に合わせて鶏ふん堆肥を加減する。 
・ 供試した鶏ふん堆肥の窒素含有率は1.8％である。鶏ふん堆肥の施用量は、基肥窒素量が５
kg/10aでは毎年278kg/10a、３kg/10aでは167kg/10a、２kg/10aでは111kg/10aである。 
・ 本試験の場合、鶏ふん堆肥による基肥窒素の全量代替は化学肥料の50％減、鶏ふん堆肥窒素２
kg/10aと化学肥料窒素１kg/10aの組み合わせでは33％減となる。 
・ 収穫残渣である稲わらは回収された圃場での試験である。稲わら施用圃場では、稲わらから供給さ
れる窒素量を勘案する必要がある。 

[普及対象地域] 
 県下全域 
[行政上の措置] 
 
[普及状況] 
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課題名：水稲「コシヒカリ」栽培における鶏ふん堆肥の適正施用量

[要約]化学肥料基肥を鶏ふん堆肥によって代替する水稲「コシヒカリ」栽培においては、鶏ふん
堆肥窒素 ５kg/10a施用により、９年間にわたり化学肥料施用と同等の収量を確保できる。しか
し、６年目以降になると、水稲の葉色が生育後半まで濃くなり、化学肥料施用に比べて玄米中
の粗タンパク質含有率がやや高くなる傾向を示す。この場合は、鶏ふん堆肥窒素２kg/10aと化
学肥料窒素１kg/10aの組み合わせによって、玄米中粗タンパク質含有率を抑制し、収量を確保
することが可能となる。
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